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現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
巻
町
外
三
ケ
町
村
衛
生
組

合
の
「
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
」
が
完
成
に
向
け
建
設

中
で
す
。

こ
の
ご
み
処
理
施
設
は
昭
和
57
年
に
稼
動
を
は
じ
め

た
鎧
潟
清
掃
工
場
に
代
わ
り
、
平
成
11
年
か
ら
建
設
を

行
っ
て
い
た
も
の
で
、
巻
町
・
岩
室
村
・
潟
東
村
そ
し

て
西
川
町
の
4
町
村
分
の
ご
み
を
処
理
す
る
と
と
も

に
、
飲
料
用
の
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
資
源

化
す
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

ご
み
は
高
温
で
溶
か
す
た
め
、
今
ま
で
燃
や
す
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ガ
ラ
ス
類
、
金

物
類
も
可
燃
ご
み（
普
通
ご
み
）と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
溶
か
さ
れ
た
溶
融
物（
ス
ラ
グ
・
メ
タ
ル
）は
、

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
材
料
や
重
機
の
カ
ウ
ン
タ
ー

な
ど
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
廃
熱
を
利
用
し
て
発
電
を
行
い
、
施
設
で

使
用
す
る
電
力
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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■ごみ処理施設

■リサイクルプラザ

西川町公衆衛生推進委員会、西川町立学校ＰＴＡ連絡
協議会と町では、空き缶やたばこのポイ捨てを防止して、
快適で住み良い環境のまちづくりを進めるため、秋の全
町一斉クリーン作戦を実施します。
町内こぞってご参加ください。

日　時 10月14日（第２日曜日）
朝７時～８時

内　容 各町内および周辺道路、通学路、公園、遊び場
等のごみ拾い

�拾うごみ 主に空き缶
�ごみ運搬先

鎧郷小学校駐車場
保健センター駐車場
升潟小学校駐車場
※ごみ拾いおよび搬入については、区長さん等の指
示に従ってください。

問い合わせ
保健福祉課保健衛生係　�88-3111 内線143

親子で　家族で　地域で

秋秋秋秋のののの全全全全町町町町一一一一斉斉斉斉
ククククリリリリーーーーンンンン作作作作戦戦戦戦
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巻
町
外
三
ケ
町
村
衛
生
組
合
の
「
新
し
い
ご
み
処
理

施
設
」
稼
動
に
合
わ
せ
、
12
月
１
日
か
ら
「
新
し
い
分

別
」
で
ご
み
を
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

分
別
の
種
類
は
７
分
別
と
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で

別
々
に
出
し
て
も
ら
っ
て
い
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」

や
「
ガ
ラ
ス
類
」、「
金
物
類
」
も
生
ご
み
と
一
緒
に
普

通
ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
資
源

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
一
層
取
り
組
む
た
め
、「
ビ
ン
」、

「
缶
」、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
を
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
収
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
普
通
ご
み
」
の
収
集
は
、
月
・
水
・
金
と
な
り
、

透
明
又
は
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。「
ビ
ン
」、「
缶
」、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」、「
古
紙
」、

「
廃
乾
電
池
」
及
び
「
粗
大
ご
み
」
は
普
通
ご
み
の
収

集
日
以
外
で
行
い
ま
す
。「
ビ
ン
」
と
「
缶
」
は
コ
ン

テ
ナ
で
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
は
ネ
ッ
ト
で
収
集
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
な
い
で
、
現
物
を

そ
の
ま
ま
コ
ン
テ
ナ
等
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
収
集
用
の
コ
ン
テ
ナ
及
び
ネ
ッ
ト
は
、
収

集
日
の
前
日
に
配
布
し
、
当
日
収
集
に
廻
り
ま
す
。
ま

た
、
資
源
ご
み
は
、
各
町
内
の
粗
大
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

な
お
、
家
庭
ご
み
の
詳
し
い
出
し
方
に
つ
い
て
は
、

11
月
10
日
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 12

月
か
ら

新
た
な
ご
み
の

分
別
は
じ
ま
る

12
月
か
ら

新
た
な
ご
み
の

分
別
は
じ
ま
る

新しいごみ処理施設稼動に伴う 

平成13年11月30日まで（今までの収集方法） 
① 

可燃ごみ 

週3回 
地区により 
違う収集日 

② 
プラスチック類 

週1回 

③ 
危 険 物 

月2回 

④ 
古　　紙 

月1回 

⑤ 
廃乾電池 

月1回 

⑥ 
粗大ごみ 

月1回 

項　目 

平成13年12月1日から（新しい収集方法） 

西川町全域 
統一で実施 

⑦粗大ごみ 
（1辺の長さ 
５０㎝以下で、 
重さ１０㎏以下） 

項　目 

月1回 
毎月第4火曜日 

⑥廃乾電池 
（バッテリー、 
ボタン電池 
は除く）　　 

月1回 
毎月第4火曜日 

⑤古　紙 

月1回 
毎月第3火曜日 

④飲料用 
　空きビン 

月1回 
毎月第2火曜日 

③飲料用 
　空き缶 

月2回 
毎月第2・4 
木曜日 

②飲料用 
ペットボトル 

月2回 
毎月第1・3 
木曜日 

①普通ごみ 
（生ごみ、プラスチック類、ガラス類、 
金物類を一緒に出せます。但し、 
危険物は新聞紙で包ん 
だり、ビン容器に入れて 
ください） 

週3回 
毎週月・水・金曜日 

収集容器 

収集場所 

透明または半透明袋 

一般ごみのステーション 

ネット（網袋） 

粗大ごみステーション 

青色コンテナ 

粗大ごみステーション 

黄色コンテナ 

粗大ごみステーション 

紙ひもで縛る 

粗大ごみステーション 

備付容器 

粗大ごみステーション 粗大ごみステーション 

※　年末年始等、収集日が変更となることがあります。 
※　一般家庭が、庭木の枝（1辺の長さ50㎝以下）などの粗大ごみを鎧潟清掃工場へ直接搬入した場合は、無料で引き取ってもらえます 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（問い合わせ先：鎧潟清掃工場 TEL 76－2831）。 

※　ビンのふた、ペットボトルのふた及びラベルは、普通ごみに出してください。 
※　水を切ってから、ビニール袋等に入れないで、ステーションの「コンテナ」または「ネット（あみ袋）」にそのまま入れてください。 
※　ビンは色別に分ける必要はありません。ビール瓶や一升ビンは、酒屋さんから引き取ってもらってください。 

資源ごみの出し方（飲料用のビン、缶、ペットボトルの場合） 
①ふたを取る 
　　（ビン・ペットボトル） 

②軽く洗う 
　（ビン・缶・ペットボトル） 

③つぶす 
　　（ペットボトル） 

④粗大ごみのステーションに出す 
　　　　　　　（ビン・缶・ペットボトル） 

びん・缶 
（コンテナ） 

ペットボトル 
（あみ袋） 

資源ごみ（リサイクル） 
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巻
町
外
三
ケ
町
村
衛
生
組
合
構
成

町
村
の
巻
町
、
西
川
町
、
岩
室
村
及

び
潟
東
村
で
は
、
平
成
14
年
４
月
か

ら
の
ご
み
有
料
化
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

ご
み
の
有
料
化
は
、
増
え
つ
づ
け

る
ご
み
の
減
量
化
と
有
効
資
源
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
問

題
に
対
す
る
町
民
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
受
益
と
負
担
の
公
平
化
を
図
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
が
進
み
ま
す
と
、

処
理
量
も
そ
れ
に
係
る
費
用
も
軽
減

さ
れ
、
ま
た
施
設
へ
の
負
担
も
少
な

く
な
る
こ
と
か
ら
処
理
施
設
及
び
最

終
処
分
場
の
延
命
化
も
図
ら
れ
ま

す
。ご

み
有
料
化
の
内
容
と
し
て
は
、

指
定
袋
や
シ
ー
ル
を
購
入
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
手
数
料
を
支
払
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
袋
は
、
地
元

や
近
隣
町
村
の
商
店
や
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
等
か
ら
の
購
入
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
販
売
店
に
つ
い
て
は
、

公
募
（
場
合
に
よ
っ
て
は
依
頼
）
に

よ
り
で
き
る
だ
け
多
く
の
商
店
等
か

ら
協
力
を
求
め
、
指
定
袋
販
売
店
の

拡
大
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
か

ら
各
世
帯
の
地
先
ま
で
取
り
に
行
く

戸
別
収
集
を
考
え
て
い
ま
す
。
排
出

者
が
事
前
に
役
場
若
し
く
は
収
集
委

託
業
者
に
収
集
の
申
し
込
み
の
連
絡

を
し
、
役
場
か
ら
有
料
シ
ー
ル
と
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

粗
大
ご
み
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
貼

っ
て
各
家
庭
の
地
先
に
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

指
定
袋
に
つ
い
て
は
大
30
�
（
13

㎝
程
の
し
ば
り
部
分
つ
き
）
が
１
枚

30
円
、
小
15
�
（
13
㎝
程
の
し
ば
り

部
分
つ
き
）
が
１
枚
20
円
で
す
し
、

粗
大
ご
み
シ
ー
ル
は
１
枚
500
円
で

す
。
費
用
額
に
つ
い
て
は
、
郡
内
で

既
に
実
施
し
て
い
る
味
方
村
、
月
潟

村
、
中
之
口
村
を
構
成
し
て
い
る
白

根
地
域
広
域
事
務
組
合
を
は
じ
め
、

近
隣
市
町
村
等
の
負
担
額
を
参
考

に
、
目
安
と
し
て
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

１
か
月
あ
た
り
及
び
１
か
年
あ
た

り
の
目
安
は
、
別
表
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ご
み
有
料
化
に
向
け
て

問い合わせ

保健福祉課保健衛生係
�88－3111  内線143

ごみ指定袋等1枚あたりの目安の額 

※　一般家庭が、普通ごみ及び粗大ごみを鎧潟清掃工場に直接搬入 
　　した場合は、無料となります。 
※　資源ごみ（飲料用ビン・缶・ペットボトル・古紙）及び廃乾電 
　　池は無料での収集となります。 

収集・運搬 
（指定袋を使 
　う場合） 

収集・運搬 
（指定シール 
　を使う場合） 

普通ごみ 

粗大ごみ 
（1辺の長さが５０ 
㎝を超えるもの又 
は１０㎏を超えるも 
の） 

指定袋・大1枚 
につき 

30円 容量30 
リットル 

指定袋・小1枚 
につき 

20円 容量15 
リットル 

指定シール1枚 
につき 

指定袋及び指定 
シールは不要 

500円 

処理施設へ直接搬入 

処 理 区 分 取扱区分 金　額 説　明 

収集手数料の目安 

ご
み
排
出
量 

　
　（
平
成
12
年
度
数
量
） 

ご

み

負

担

額 

内　　　容 1か月あたり 1か年あたり 備　　考 

1人あたり 31㎏ 375㎏ 

1世帯あたり 115㎏ 1,380㎏ 

4人あたり 125㎏ 1,500㎏ 

1人あたり 94円 1,127円 

粗大ごみを除く 
以下同じ 

1世帯平均 
＝3.68人 

1世帯あたり 346円 4,147円 1世帯平均 
＝3.68人 

4人あたり 376円 4,508円 

小（４３㎝） 
大（５５㎝） 

小
（
５２
㎝
）
 

大
（
７０
㎝
）
 

普通ごみ用 

※袋のデザインは、検討中です。 

出前説明会を行います

ごみ有料化及び新しい分別に関する説明会を希望す

る町内がありましたら伺いますので、どうぞ問い合わ

せください。



ごみを減らす基本。「4R」を実施しよう。 
　子どもたちのためにも、きれいな西川
町にしたい。そう思っているお父さん、
お母さんは多いはずです。ダイオキシン・
地球温暖化など地球規模の環境問題が叫
ばれる今日、私たちは、何ができるでし
ょうか。そこで、できることからはじめ
ましょう。 
 
まずはリサイクル　Recycle 
再利用する 
　ペットボトルやビン、缶などを出すとき、
キャップをはずして中を洗っていますか？
きれいにして出さなければ回収業者は引
き取ってくれません。引き取ってもらえ
なければ結局埋め立てるしかありません。
　リサイクルをすればそれだけごみの発
生量も減り、清掃工場から排出される二
酸化炭素や各種汚染物質の量が少なくな
ります。そして二酸化炭素量の減少は、
地球温暖化防止につながります。 
　また、埋立地の寿命や焼却場の寿命も
長くなります。 
 
その前に　リユ－ス　Reuse 
再使用する 
　家電など捨てるとき、ちょっと考えて
ください。他に使い道がないか・・・。 
壊れていたりしたものも簡単に見捨てな
いでください。ほとんどの場合、ちょっ
と修理すれば使えるようになります。 
　ビールや牛乳などの飲み物は繰り返し
つかえるビンに入ったものを買うように
しましょう。お店に返すのも忘れないで
ください。 
 
 
ごみを減らす 
　ついつい買いすぎて無駄にしてしまっ
たものはありませんか。特に食べ物は、
必要な分だけ買って、必要な分だけ料理
すれば、ごみは最小限で済みます。 
 
もっと前に　リフューズ　Refuse 
いらないものは、買わない。 
　買い物袋を持参すれば余分な包装紙や
袋などをもらわずに済みます。本などの
包装など過剰な包装は断るようにしまし
ょう。 
 
　ごみの減量は、買い物をするときから
始まります。リサイクルは、最後の手段。
いらなくなったものをどう使うかよりも、
ごみになるものは買わないことが大切です。 

　一口にリサイクルといってもその方法は、材料によって千差
万別。しかし、大きく2つに分けることができます。それが、
マテリアルリサイクルとサーマルリサイクル。簡単に言うと、
資源として再利用するのがマテリアルリサイクルで、燃焼させ
てその熱を利用するのがサーマルリサイクルです。地球にやさ
しいのはマテリアルリサイクルですが、どうしても資源として
再利用できないものもでてきます。リサイクルの最終手段がサ
ーマルリサイクルです。 

6,307トン 
5,457トン 584トン 266トン 

可燃ゴミ 不燃ゴミ 粗大ゴミ 

1年間に出たごみの量 
（平成12年度の一般廃棄物） 

全国平均 西川町 
それより前に  リデュ－ス  Reduce
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（1）人件費の状況（普通会計決算） 

（7）特別職の報酬等の状況（平成13年4月1日現在） 

（8）定員の状況　部門別職員数の状況（各年4月1日現在） 

（2）職員給与費の状況（普通会計予算） 

（3）職員の平均給料月額　平均給与月額及び平均年齢の状況（平成13年4月1日現在） 
（4）職員の初任給の状況（平成13年4月1日現在） 

区分 

12年度 

住民基本台帳人口 
（年度末） 

12,684人 

区分 

13年度 

区 分 

西川町 

新潟県 

職員数 
A

千円 
327,262

給　　料 

千円 
110,843

職員手当 

千円 
141,325

期末・勤勉手当 

千円 
579,430

計　B

87人 千円 
4,397,016

千円 
311,869

千円 
785,710

％ 
17.3

％ 
18.1

歳出額 
A

実質収支 人件費 
B

人件費率 
（B／A） 

（参考） 
11年度の人件費率 

千円 
6,660

1人当たり給与費 
（B／A） 

※当初予算に計上された額であり、一般会計職員分です。 

給 与 費 

一 般 行 政 職 

平均給料月額 
円 

307,825
円 

370,726

平均年齢 
歳 
38.6
歳 
42.4

技 能 労 務 職 

平均給料月額 
円 

218,890
円 

344,170

平均年齢 
歳 
35.7
歳 
45.3

一般行政職 

技能労務職 

区　　分 

西 川 町 

決定初任給 

174,400円 

151,800円 

141,900円 

139,000円 

188,900円 

163,800円 

151,800円 

148,700円 

採用2年経過日 
給 料 額 

国 

決定初任給 

174,400円 

151,800円 

141,900円 

139,000円 

188,900円 

163,800円 

151,800円 

148,700円 

採用2年経過日 
給 料 額 

大学卒 

短大卒 

高校卒 

高校卒 

区　　　分 給 料 月 額 等 

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成13年4月1日現在） 

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

区　分 1級 

主事補 

3人 

4.7％ 

　％ 
4.7

2級 

主 事 

11人 

17.2％ 

　％ 
17.2

3級 

主 事 

10人 

15.6％ 

　％ 
10.9

4級 

係 長 
主 任 

6人 

9.4％ 

　％ 
14.1

5級 

係 長 
副参事 

21人 

32.8％ 

　％ 
31.3

6級 

参 事 

4人 

6.2％ 

　％ 
6.2

7級 

課 長 

3人 

4.7％ 

　％ 
3.1

8級 

課 長 

6人 

9.4％ 

　％ 
12.5

計 

64人 

100％ 

　％ 
100

標準的な 
職務内容 

職 員 数 

構 成 比 

参
考 

1年前の 
構 成 比 

扶養手当 

区　分 内 容 国の制度との異同 国の制度と異なる内容 

・配偶者 
・その他の扶養親族 
　　2人まで 
・その他の扶養親族 
　　3人目から 

16,000円 
 

6,000円 
 

3,000円 

住居手当 

・借家 
　　月額12,000円を超える家賃を 
　支払っている職員に家賃額に応 
　じ、最高27,000円まで 
・自宅 
　　1,000円 
　　新築・購入の場合は、5年間 
　2,500円 

通勤手当 

・自動車等使用者の場合通勤距離 
　に応じて2,000円から20,900円 
　まで支給 
・交通機関等使用者の場合運賃等 
　に応じて最高50,000円まで支給 

同 

同 

同 

（6）職員手当の状況 

期末手当 

勤勉手当 

退職手当 

区　分 西 川 町 国 

（13年度支給割合） 

6月期 
12月期 
3月期 
計　 

期末手当　 
1.45月分 
1.6  月分 
0.55月分 
3.6  月分 

勤勉手当　 
0.6  月分 
0.55月分 
―月分 
1.15月分 

職制上の段階、職務の級等 
による加算措置　　　　　　　有 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 

自己都合　 
21.0 月分 
33.75月分 
47.5 月分 
60.0 月分 

勧奨・定年　 
28.875月分 
44.55 月分 
62.7 月分 
62.7 月分 

その他の加算措置 
 
  
退職時特別昇給 

定年前早期退職 
特例措置 
（2％～20％加算）  
原則2号給 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 

自己都合　 
21.0 月分 
33.75月分 
47.5 月分 
60.0 月分 

勧奨・定年　 
28.875月分 
44.55 月分 
62.7 月分 
62.7 月分 

その他の加算措置 
 
  
退職時特別昇給 

定年前早期退職 
特例措置 
（2％～20％加算）  
原則1号俸 

（13年度支給割合） 

6月期 
12月期 
3月期 
計　 

期末手当　 
1.45月分 
1.6  月分 
0.55月分 
3.6  月分 

勤勉手当　 
0.6  月分 
0.55月分 
―月分 
1.15月分 

職制上の段階、職務の級等 
による加算措置　　　　　　　有 

町　　　　　長 
助　　　　　役 
収　　入　　役 

区　　　分 
部　　　門 

一 般 行 政 

特 別 行 政 

公営企業等 

対 前 年 増 減 数 
平成12年 平成11年 平成13年 

 
＋1 
 

－5 
 
 
 
 

－4 

 
 
 

 
 

＋4 
＋4 

±0

 
＋1 
 

＋1 
＋1 
－1 
 
 

＋2 

＋2 
 

＋2 

 
 
 
 

＋4

 
－2 
 

＋1 
 
 
 
 

－1 

 
－25 
－25 

 
 
 
 

－26

職 員 数 
平成12年 平成11年 平成13年 

3 
16 
8 
13 
8 
9 
1 
7 
65 

18 
 

18 

4 
3 
6 
13 

96

3 
18 
8 
12 
8 
9 
1 
7 
66 

18 
25 
43 

4 
3 
6 
13 

122

3 
17 
8 
8 
8 
9 
1 
7 
61 

18 
 

18 

4 
3 
10 
17 

96

議　　会 
総　　務 
税　　務 
民　　生 
衛　　生 
農林水産 
商　　工 
土　　木 
小　計 

教　　育 
消　　防 
小　計 

水　　道 
下 水 道 
そ の 他 
小　計 

785,000円 
610,000円 
550,000円 

給
　
料 

議　　　　　長 
副　　議　　長 
議会運営委員長 
常 任 委 員 長 
議　　　　　員 

306,000円 
243,000円 
232,000円 
232,000円 
226,000円 

報
　
酬 

町　　　　　長 
助　　　　　役 
収　　入　　役 

1.45月分 
1.6  月分 
0.55月分 
3.6  月分 

期

末

手

当 

議　　　　　長 
副　　議　　長 
議会運営委員長 
常 任 委 員 長 
議　　　　　員 

1.45月分 
1.6  月分 
0.55月分 
3.6  月分 

6月期 
12月期 
3月期 
計　 

6月期 
12月期 
3月期 
計　 

合　　　　計 

町職員の給与等を公表します 
西川町職員の給与等のあらましをお知らせします。 
職員は、効率的な町政の執行にあたり、住民サービスの向上に努めていきます。 

｝ 
｝ 
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平
成
12
年
度
の
決
算
が
、
町
議
会
9
月
定
例
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

8

（図―1）

歳　出　43億9,686万円 歳　出　43億9,686万円 

歳
出
総
額
は
、
43
億
９，

６
８
６

万
円
で
前
年
度
と
比
べ
て
、８
億
２，

６
９
４
万
４
千
円
（
15
・
８
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
額
の
構
成
比
を
目
的
別

に
み
る
と
、（
図
―
１
）
の
と
お
り
、

民
生
費
の
占
め
る
割
合
が
一
番
高

く
、
次
い
で
総
務
費
、
公
債
費
、
土

木
費
、
農
林
水
産
業
費
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て
は
、
農

業
振
興
に
係
る
経
費
、
基
幹
水
利
施

設
管
理
事
業
費
及
び
集
落
型
事
業
費

等
に
よ
り
、
１
億
２
７
４
万
２
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
性
質
別
に
み
る
と
、（
図

―
３
）
の
と
お
り
補
助
費
等
の
占
め

る
割
合
が
一
番
高
く
、
次
い
で
、
普

通
建
設
事
業
費
、
人
件
費
、
物
件
費
、

公
債
費
、
扶
助
費
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。 歳

出
の
状
況

歳 出 の 状 況 

民生費 
20.0％ 

8億7,882万9千円 

総務費 
16.6％ 

7億2,955万2千円 

公債費 
13.1％ 

5億7,404万6千円 

土木費 
10.4％ 

4億5,702万6千円 

農林水産業費 
10.3％ 

教育費 
8.6％ 

3億7,902万6千円 

衛生費 
8.0％ 

3億5,008万2千円 

消防費 
5.7％ 

2億4,995万9千円 

4億5,378万9千円 

商工費 
3.3％ 

1億4,454万4千円 

議会費 
2.6％ 

1億1,256万2千円 

労働費 
1.5％ 

6,744万4千円 

43億9,686万円 

平成12年度 

決算報告 

町
の
お
金 

町
の
お
金 

町
の
お
金 

わ 

が 
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歳　入　47億922万4千円 歳　入　47億922万4千円 

歳
入
総
額
は
、
47
億
９
２
２
万
４

千
円
で
、前
年
度
と
比
べ
て
８
億
３，

７
３
９
万
７
千
円
（
15
・
１
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
決
算
額
の
構
成
比
を
み
る

と
、（
図
―
２
）
の
と
お
り
、
町
税

や
繰
越
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
37
・

２
％
で
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出

金
な
ど
の
依
存
財
源
が
62
・
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
、
前
年
度
に
比
べ
構

成
比
で
、9.1
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
て
増
減
の
大
き

か
っ
た
も
の
は
、繰
入
金
が
８
億
２，

３
９
８
万
４
千
円
の
減
、
国
庫
支
出

金
が
１
億
５，

４
５
４
万
７
千
円
の

減
、
町
税
が
５，

８
０
１
万
５
千
円

の
減
、
県
支
出
金
が
８，

７
５
８
万

４
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
に
つ
い
て
は
、
自
転
車
駐
車

場
等
整
備
事
業
に
１
億
円
、
臨
時
地

方
道
整
備
事
業
に
５，
４
２
０
万
円
、

水
辺
河
畔
整
備
事
業
に
１，

５
０
０
万

円
、
西
川
筋
広
場
整
備
事
業
に
１，

８

４
０
万
円
な
ど
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

歳 入 の 状 況 

地方交付税 
１８億５，４３６万１千円 
（３９．４％） 

県支出金県支出金 
３億９，４４９万円万円 
（８．４％） 

県支出金 
３億９，４４９万円 
（８．４％） 

国庫支出金 
１億６，８３６万円（３．６％） 

町税 
１０億２，２７９万１千円 
（２１．７％） 

地方消費税交付金 
９，９９９万９千円（２．１％） 地方譲与税 

８，９９１万６千円（１．９％） 

自動車取得税交付金　　　４，４７５万１千円（０．９％） 
利子割交付金　　　　　　４，１８１万７千円（０．９％） 
地方特例交付金　　　　　３，８８５万５千円（０．８％） 
交通安全対策特別交付金　 ２４０万円　  （０．１％） 
特別地方消費税交付金　　　３５万８千円（０．０％） 

分担金及び負担金 
１億４，６８５万９千円 
（３．１％） 

使用料及び手数料 
７，４６６万7千円 
（１．６％） 

繰入金 
９７７万８千円（０．２％） 
財産収入 
６５０万５千円（０．１％） 
寄附金　６０万円（０．０％） 

２９億５，５１０万７千円千円 
　　　　（６２．８％） 
２９億５，５１０万７千円 
　　（６２．８％） 

１７億 
５，４１１万７千円千円 
　　　　（３７．２％） 

１７億 
５，４１１万７千円 
　　（３７．２％） 

自 主 財自 主 財 源 自 主 財 源 

依 存 財依 存 財 源 依 存 財 源 

町債町債 
２億 

１，９８０万円万円 
（４．７％） 

町債 
２億 

１，９８０万円 
（４．７％） 

繰越金繰越金 
３億２，３６０万円万円 
（６．９％） 

繰越金 
３億２，３６０万円 
（６．９％） 

諸収入諸収入 
１億６，９３１万７千円千円 
（３．６％） 

諸収入 
１億６，９３１万７千円 
（３．６％） 

（図―2）

一般会計決算を 
町民一人当りでみると 
346,647円（410,419円） 

一世帯当りでみると 
127万5,192円使われました 
（　）：昨年度の決算額 

その他 
14,192円 （14,968円） 

消防費 
19,707円 （19,452円） 

公債費 
45,258円 （43,689円） 

土木費 
36,032円 （42,637円） 

商工費 
11,396円 （11,637円） 

農林水産業費 
35,776円 （27,581円） 

衛生費 
27,600円 （28,262円） 

民生費 
69,286円 （82,396円） 

教育費 
29,882円 （27,002円） 

総務費 
57,518円 （112,795円） 

な
お
、
歳
入
歳
出
と
も
平
成
11
年

度
と
比
較
し
て
減
と
な
っ
た
大
き
な

要
因
は
、
歳
入
歳
出
と
も
11
年
度
に

つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
を

廃
止
し
、
そ
の
全
額
（
８
億
１，

２

５
７
万
３
千
円
）
を
繰
り
入
れ
し
、

新
た
に
地
域
づ
く
り
基
金
及
び
文
化

振
興
基
金
を
設
置
し
て
、
積
み
立
て

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。



人件費 
17.7％ 

物件費 
13.6％ 

補助費等 
19.3％ 

扶助費 
8.4％ 

公債費 
13.1％ 

その他　4.6％ 
繰出金　5.3％ 

普通建設事業費 
18.1％ 

●補助費等（8億4,779万4千円） 
　各種団体等に対する補助金や負担金等です 
●普通建設事業費（7億9,686万2千円） 
　町道改良工事等の工事に要する経費です 
●人件費（7億7,640万6千円） 
　職員の給与及び各種審議会委員等の報酬です 
●物件費（5億9,674万4千円） 
　各種事業の委託料や消耗品等の行政遂行に要する経費です 
●公債費（5億7,404万6千円） 
　町の借金にあたる町債の償還金です 
●扶助費（3億7,114万円） 
　児童手当等各福祉法等に基づく扶助に要する経費です 
●繰出金（2億3,173万6千円） 
　国保会計等の特別会計への繰出金です 
●その他（2億213万2千円） 
　貸付金（1億5,046万5千円） 
　維持補修費（4,934万7千円） 
　積立金（209万円） 
　投資及び出資金（23万円） 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0
8 9 10 11 12 年度 

億円 

48億896万円 46億1,599万円 

46億417万円 46億417万円 

44億1,065万円 

41億1,373万円万円 41億1,373万円 

55億4,662万円 

47億922万円 
52億2,380万円万円 52億2,380万円 

歳入 
歳出 

43億6,686万円 43億9,686万円 
43億9,707万円 43億9,707万円 
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主
な
事
業
と
決
算
額

（
単
位：

万
円
）

●
議
会
費

・
会
議
録
作
成
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
３

●
総
務
費

・
広
報
発
行
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
９
７

・
役
場
倉
庫
移
転
改
築
等
工
事
費

３，

３
３
４

・
駅
前
整
備
工
事
費

（
土
地
購
入
費
・
物
件
移
転
保
障
料
含
む
）

１
億
６，

５
４
３

・
地
域
活
力
創
出
プ
ラ
ン
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
７
０

・
研
修
事
業
助
成
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
２
１

●
民
生
費

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
６
３

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料
　
　
　
　
　
７，

５
５
９

・
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
　
　
　
１，

０
２
０

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
上
屋
建
設
工
事
費
　
　
　
　
７，

７
６
０

・
老
人
牛
乳
助
成
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１，

７
３
６

・
介
護
保
険
給
付
費
繰
出
金
　
　
　
　
　
　

４，

７
１
３

・
児
童
手
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３，

１
４
１

・
保
育
所
運
営
費
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
８，

０
８
１

●
衛
生
費

・
基
本
健
康
診
査
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１，

８
３
７

・
巻
町
外
三
ヶ
町
村
衛
生
組
合
ご
み
処
理
施
設
建
設
負
担
金

１，

０
７
３

・
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
３
４
３

・
ご
み
収
集
業
務
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２，

９
２
９

・
し
尿
収
集
運
搬
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
２
８

平
成
12
年
度

町 の 財 産  

町債現在高  

●基　　金 

●土　　地 

●建　　物 

●有価証券 

●出資金等 

20億361万8千円 

22万3,779㎡ 

4万3,237㎡ 

20万円 

3,272万7千円 

平成12年度末現在高　49億8,213万円 

義務教育施設整備事業債　 

9億2,617万6千円 

うち　　　地域総合整備事業債　 

5億2,471万円 

債務負担行為 

税収入の状況 

平成12年度における支出金  　　　　 
1億5,089万円 

区　　分 

町　　民　　税 

 

 

固 定 資 産 税  

軽 自 動 車 税  

市町村たばこ税 

そ　　の　　他 

計 

決 算 額 

4億1,146万3千円 

3億5,085万8千円 

6,060万5千円 

5億2,616万3千円 

1,875万3千円 

6,546万9千円 

94万3千円 

10億2,279万1千円 

個 人 

法 人 

（図―3） 性質別内訳

（図―4） 決算額の推移
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●
労
働
費

・
持
家
住
宅
建
設
資
金
預
託
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５，

８
９
５

●
農
林
水
産
業
費

・
生
産
調
整
地
域
と
も
補
償
推
進
助
成
金
　
　
　
　
　
１，

４
３
５

・
園
芸
作
物
出
荷
推
進
奨
励
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
４
２

・
土
地
利
用
型
作
物
本
作
化
条
件
整
備
事
業
補
助
金
　
１，

３
６
４

・
大
豆
選
別
調
整
施
設
設
備
整
備
事
業
補
助
金

８
４
０

・
ふ
る
さ
と
名
物
特
産
品
開
発
事
業
補
助
金

３，

３
６
３

・
国
土
調
査
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２，

５
９
３

・
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
１
億
２，

２
２
５

・
集
落
型
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５，

６
０
１

●
商
工
費

・
商
工
会
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
５
０

・
地
方
産
業
育
成
資
金
貸
付
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５，

６
０
０

・
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
貸
付
金
　
　
　
　
　
　
　
３，

４
５
２

・
西
川
ま
つ
り
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
９
０

●
土
木
費

・
消
雪
パ
イ
プ
敷
設
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５，

７
０
６

・
善
光
寺
大
橋
特
殊
工
事
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
３
０

・
町
道
舗
装
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３，

２
７
８

・
町
道
改
良
工
事

１
億
　
　
３
９
３

・
水
辺
河
畔
整
備
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１，

６
６
６

・
公
園
整
備
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２，

３
１
６

●
消
防
費

・
消
防
事
務
組
合
負
担
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
１，

７
８
４

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
４

●
教
育
費

・
学
校
給
食
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３，

５
７
９

・
語
学
指
導
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
６
６

・
パ
ソ
コ
ン
使
用
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１，

６
８
０

・
町
営
野
球
場
補
修
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
９
２

資本的収入・支出 

支　出 収　入 

建設改良費 
8,072万円 

企業債 
2,660万円 

留保資金 
4,446万円 

工事負担金 
 2,470万円 
消費税等調整額 
 225万円 

企業債償還金 
1,729万円 

収益的収入・支出 

支　出 収　入 

原料ガス 
1億5,559万円 

ガス売上 
３億406万円 

営業雑収益 
759万円 

営業費用 
6,351万円 

減価償却費 
5,910万円 

営業外費用 
1,410万円 

純利益 
2,223万円 

2億9,230万円 3億1,453万円 

営業外収益 
288万円 

水道事業会計

資本的収入・支出 

支　出 収　入 

建設改良費 
2億731万円 

企業債 
9,820万円 

留保資金 
6,638万円 

建設改良積立金 
1,000万円 
減債積立金 
1,000万円 

工事負担金 
 5,813万円 

国庫補助金 
 1,779万円 
消費税等調整額 
 608万円 

企業債償還金 
5,927万円 

支　出 収　入 

水道使用料 
 2億7,703万円 

営業収益 
217万円 

営業費用 
1億140万円 

減価償却費 
6,209万円 

営業外費用 
6,438万円 

純利益 
5,418万円 

2億2,787万円 2億8,205万円 

営業外収益 
285万円 

収益的収入・支出 

西川町のガス供給戸数は、年度末3,386件で前年度より30
戸（0.9％）増加し、年間販売量については、337万�で前年
度より4万�（1.2％）の増加となりました。
供給の安定と保安の確保を図るため、升岡、貝柄地内な

どでガス老朽管の敷設替工事等を実施しました。

西川町の給水件数は、年度末4,019件で前年度より50件
（1.3％）増加し、総配水量については、164万�で前年度よ
り２万�減少となりました。
配水の安定を図るため、中島・平野・升岡・貝柄地内な

どで水道老朽管の敷設替工事等を実施したほか、災害など
の緊急時の飲料水確保のた
め、升潟地区にセーフティ
ータワーを設置しました。

歳　入 5億1,578万円 

県補助金 277万円 
一般会計繰入金 

6,225万円 

下水道債 
2億8,720万円 

諸収入 827万円 

国庫補助金 
1億5,529万円 

歳　出 5億1,355万円 
下水道総務費 21万円 

公債費 3,829万円 

下水道事業費 
4億7,505万円 

下水道は、私たちの生活の基礎となる重要な施設です。

限りある資源「水」を大切に使って行くために公共用水域

の水質保全を急がねばなりません。

平成12年度は主に工事に伴う経費を投資しました。

歳入総額は、5億1,578万円で主に国庫補助金と下水道債

です。

歳出総額は、5億1,355万円で主に汚水幹線工事とガス水

道管移設補償料です。

ガス事業会計

下水道事業特別会計決算



介
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老人保健会計

歳　入 
10億1,971万円 

歳　出 

10億181万円 

入院　　　　　　入院　　　　　　３億9,415万円万円 
入院外　　　　　入院外　　　　　４億2,823万円万円 
歯科　　　　　　歯科　　　　　　１億5,161万円万円 
施設療養費施設療養費ほか　か　１億6,656万円万円 

入院　　　　　　４億1,936万円 
入院外　　　　　４億3,190万円 
歯科　　　　　　１億5,579万円 
施設療養費ほか　１億7,901万円 

0

500

1,000

1,500

2,000
（人） 

0

500,000

550,000

600,000

650,000

700,000
（円） 

老人医療対象人員の推移 老人１人当たり医療費の推移 

1,503

8

1,581

9

1,677

10

1,726

11 年度 

602,990

8

586,180

9

611,011

11

1,779

12

564,751

12 年度 

国・県支出金 
２億5,480万円（24.9％） 支払基金交付金 

 ７億905万円 
 （69.5％） 

医療給付金 
9億8,605万円 
　（98.4％） 

医療費支給費 
（柔整施術料ほか） 
 141万円（0.1％） 

諸支出金ほか 
 1,434万円（1.4％） 

一般会計繰入金ほか 
 5,586万円（5.5％） 

10

567,072

国民健康保健会計

0

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

3,300
（人） 

3,033

2,916 2,946
2,983

187,683
184,993

195,567

0

140000

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

210,000
（円） 

国保（一般・退職）医療対象被保険者数の推移 
 （月平均） 

国保（一般・退職）１人当たり医療費の推移 

8 9 10 11

2,999

12 年度 8 9 10 11

207,252207,252207,252

12 年度 

186,260

支払基金交付金 
 1億1,867万円 （14.4％） 

繰越金 
2,961万円 
（3.6％） 

歳　入 

歳　出 

8億2,718万円 7億5,129万円 

その他収入 
 7,068万円 
 （8.5％） 

保険税 
３億3,329万円 
（40.3％） 

繰　入　金 
　5,710万円 
共同事業交付金 
　1,171万円 
財産収入 
　　  6万円 
諸収入 
　  181万円 

共同事業搬出金 
　　　　　　2,725万円 
保健施設費　2,274万円 
基金積立金　5,306万円 
諸支出金　　2,614万円 

保険給付金 
 ４億9,876万円 
　（66.4％） 

老人保険搬出金 
１億4,092万円 
（18.8％） 

総務費 
　 779万円 
　 （1.0％） 

 その他の支出 
 6,319万円 （8.4％） 

国・県支出金 
2億7,493万円 
（33.2％） 

医療費給付　医療費給付　４億5,500万円万円 
審査支払委託料　審査支払委託料　235万円万円 
葬祭費　　　葬祭費　　　４億5,310万円万円 
出産育児一時金産育児一時金４5,360万円万円 

医療費給付　４億9,021万円 
審査支払委託料　240万円 
葬祭費　　　４億5,345万円 
出産育児一時金４5,207万円 

介護納付金 
　 4,063万円（5.4％） 

歳入総額は10億1,971万円で前年度と比べて1億5,035万円

（4.7％）の減となりました。

歳出総額は10億181万円で前年度と比べて6,562万円（6.1％）

の減となりました。

歳出総額の98.43％を占めている医療費は、9億8,605万円で

前年度と比べて5,449万円（5.2％）の増となりました。

医療費の内訳は、入院が4億1,935万円、入院外が4億3,189

万円、歯科が5,579万円、調剤等が7,901万円となりました。

歳入総額は、8億2,718万円で、前年度と比べて1億1,515万
円（16.2％）の増となりました。
主な原因は、一般会計繰入金、その他収入金が増及び介

護保険制度による国庫負担金が新しく増になったこと。又
退職被保険者分の療養給付費交付金が増になったため前年
度に比べて、4,514万円（61.4％）の増となったことによるも
のです。
歳出総額では、7億5,129万円となり、前年度と比べて6,887
万円（10.1％）の増となりました。
主な原因は、医療費給付費、基金積立金が増になり、ま

た介護保険制度による介護納付金が新しく増えたことによ
り、保険給付費が、前年度に比べ3,471万円（7.5％）の増と
なったことによるものです。

要支援 計 
要介護 
1

要介護 
2

要介護 
3

要介護 
4

要介護 
5

第１号 
被保険者 

第２号 
被保険者 

合　計 

23 

0 

23

75 

5 

80

51 

2 

53

40 

3 

43

36 

2 

38

42 

3 

45

267 

15 

282

要介護認定者数（平成13年3月末） 

介護給付費の内訳 
家庭に訪問するサービス 
ホームヘルパー・訪問看護等 

１，８５０万円 短期入所 
１，３８９万円 

居宅介護支援 
福祉用具貸与・住宅改修・ 
福祉用具購入費ほか 

１，５７４万円 

通所する 
サービス 
デイサー 
ビス等 

５，１６８ 
　　万円 

施設サービス 
介護老人福祉施設・介護老人保健施設・ 
介護療養型医療施設 

２億７，５５１万円 

高額介護サー 
ビス費ほか 

２１６万円 

国庫支出金 
1億205万円 

介護保険料 
2,045万円 

支払基金交付金 
1億2,692万円 

繰入金 
1億2,257万円 

諸収入 
44万円 

県支県支出金 
4,713万円万円 
県支出金 
4,713万円 

保険給付費 
3億7,748万円 

基金積立金 
1,409万円 

総務費 
1,671万円 

財政安定化 
基金拠出金 
246万円 

歳入 
決算額 

歳出 
決算額 

介
護
保
険
１
年
目
の
決
算
状
況
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
総
額
は
、
４
億
１，

９
５
７
万
円
で
し
た
。
ま
た
、
65
歳
以

上
の
人
が
負
担
す
る
介
護
保
険
料
は
平
成
12
年
10
月
か
ら
半
額
徴
収

で
あ
っ
た
た
め
不
足
額
を
繰
入
金
で
対
応
し
ま
し
た
。

西
川
町
で
介
護
保
険
に
要
し
た
歳
出
総
額
は
、
４
億
１，

０
７
４

万
円
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
介
護
保
険
の
保
険
給
付
総
額
は
、
３
億
７，

７
４
８

万
円
で
し
た
。

保
険
給
付
の
内
訳
は
、
施
設
入
所
に
対
す
る
保
険
給
付
が
２
億
７，

５
５
１
万
円
と
給
付
額
の
８
割
近
く
を
占
め
ま
し
た
。
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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今
回
は
、
今
な
ぜ
合
併
な
の
か
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体

的
に
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
国
や
県
の
主
導
で
こ
の
合
併
問
題
が
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
理
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
の
合
併
問

題
は
、
各
市
町
村
の
将
来
の
町
づ
く
り
の
た
め
で
あ
り
、

市
町
村
は
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
選

択
と
負
担
に
よ
り
、
効
率
的
な
行
政
を
行
う
体
制
を
整
え

る
た
め
、
合
併
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

考
え
よ
う
合
併
問
題
⑥ 

●
日
常
社
会
生
活
圈
の
拡
大

今
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
き
め
細

や
か
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
り

め
ぐ
ら
さ
れ
、
道
路
に
つ
い
て
も
格

段
の
整
備
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
の
生
活
行
動
圏
域
は
大
き
く

広
が
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
を

受
け
る
範
囲
は
、
そ
の
納
税
さ
れ
る

市
町
村
の
枠
を
越
え
て
広
が
っ
て
い

ま
す
。

●
少
子
高
齢
化
の
進
展

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り

日
本
の
社
会
構
造
は
大
き
く
変
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
２
０
０
７
年
以
降

は
日
本
全
体
の
人
口
が
減
少
す
る
こ

と
と
な
り
、
こ
の
人
口
減
少
は
都
市

部
も
含
め
日
本
全
体
の
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
行
政
へ
の
影
響
と
い
う
観

点
か
ら
見
る
と
、「
税
金
を
負
担
す

る
人
が
減
り
、
逆
に
税
金
を
使
う
人

が
増
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
合
併
は
少

子
高
齢
化
へ
の
行
政
の
対
応
策
の
ひ

と
つ
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
21
世
紀
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

市
町
村
合
併
は
単
に
市
町
村
の
枠

を
取
り
払
う
た
め
の
も
の
で
な
く
、

旧
市
町
村
が
持
っ
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
人
材
、
文
化
、
産
業
等
の

資
源
を
有
効
に
連
携
・
活
用
し
な
が

ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
絶

好
の
機
会
で
す
。
新
し
い
枠
組
み
の

中
で
、
新
し
い
発
想
に
立
っ
た
ま
ち

づ
く
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
行
政
改
革

市
町
村
合
併
は
行
政
改
革
の
一
つ

の
手
段
で
す
。
現
在
の
財
政
状
況
が

危
機
的
で
あ
る
こ
と
は
承
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
財
政
構
造

改
革
の
た
め
に
も
、
市
町
村
合
併
に

よ
り
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
一
般
的
に
は
住

民
の
負
担
を
増
や
さ
ず
に
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図
る
手
法
で
す
。

例
え
ば
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

に
違
い
が
あ
ま
り
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
人
口
１
人
当
た
り
の
歳
出
額

の
平
均
は
人
口
２
千
人
以
下
の
町
村

で
は
１
５
０
万
円
で
す
が
、
人
口
10

万
人
の
市
町
村
で
は
30
万
円
で
あ

り
、
財
政
基
盤
が
大
き
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
も
係
る
経
費
が
下
が
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
先
に
合
併
し
た
西
東
京
市

に
お
い
て
は
、
新
市
の
誕
生
に
よ
り

10
年
間
で
１
９
０
億
円
が
節
減
で
き
、

こ
の
節
減
さ
れ
る
財
源
に
つ
い
て
は
、

財
政
再
建
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

当
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
市
町
村
合
併
の
背

景
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
市
町
村
合

併
は
、
住
民
の
た
め
に
行
う
と
い
う

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
た
め
の
住
民
に
よ
る
住
民

の
合
併
こ
そ
が
今
回
の
平
成
の
合
併

の
理
念
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
住
民
の
利
便
性
の
向
上

�
利
用
可
能
な
窓
口
の
増
加
に
よ

り
住
民
票
の
発
行
等
の
窓
口
サ

ー
ビ
ス
が
住
居
や
勤
務
地
の
近

く
な
ど
多
く
の
場
所
で
利
用
可

能
と
な
り
ま
す
。

�
旧
市
町
村
の
区
域
を
越
え
た
見

直
し
に
よ
り
、
生
活
の
実
態
に

即
し
た
、
小
中
学
校
区
の
設
定

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

�
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
た
他
の

市
町
村
の
公
共
施
設
（
図
書

館
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
）
が
利
用
で
き

ま
す
。

〔
例
〕・

西
東
京
市
（
13
年
１
月
合
併
）

学
童
が
こ
れ
ま
で
40
分
か
け
て

具
体
的
な
必
要
性
と
は
何
か

次
に
、
合
併
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
具
体
的
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
及
び
ご
み
有
料
化
の
地
区
別

懇
談
会
（
西
川
荘
に
て
）
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小
学
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
15

分
で
通
え
る
小
学
校
へ
行
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。

・
新
潟
市
（
13
年
１
月
合
併
）

黒
埼
町
内
の
保
育
園
は
ど
こ

も
満
員
だ
っ
た
が
、
空
き
の
あ

る
新
潟
市
の
保
育
園
に
預
か
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化

�
小
規
模
町
村
で
は
設
置
困
難
な

女
性
政
策
や
都
市
計
画
、
国
際

化
、情
報
化
等
の
専
任
の
組
織
、

職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
、
よ

り
多
様
な
個
性
あ
る
行
政
施
策

が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

�
従
来
、
採
用
が
困
難
又
は
十
分

に
確
保
で
き
な
か
っ
た
専
門
職

（
社
会
福
祉
士
・
保
健
婦
・
土

木
技
師
・
建
築
技
師
等
）
の
採

用
・
増
員
が
で
き
、
今
ま
で
以

上
に
専
門
的
か
つ
高
度
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

�
一
般
的
に
、
合
併
の
場
合
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
は
高
い
水
準
に
、
負
担
は

低
い
水
準
に
調
整
さ
れ
ま
す
。

�
行
財
政
基
盤
の
強
化
に
よ
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
安
定

が
図
ら
れ
ま
す
。

�
公
共
的
団
体
の
統
合
や
新
設
が

図
ら
れ
、
多
様
な
事
業
、
広
域

的
な
事
業
等
の
実
施
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

〔
例
〕○

新
潟
市

・
娯
楽
室
や
温
泉
を
備
え
た
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
黒
埼
荘
」
は
、

合
併
前
65
歳
以
上
の
黒
埼
町
民

が
無
料
だ
っ
た
が
、
合
併
時
に

新
潟
市
の
施
設
の
基
準
に
合
わ

せ
、
60
歳
以
上
の
新
潟
市
民
が

無
料
と
な
っ
た
。

・
家
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
た

め
増
改
築
す
る
際
、
旧
黒
埼
町

民
は
こ
れ
ま
で
町
に
な
か
っ
た

助
成
金
や
低
利
融
資
を
新
潟
市

で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

●
重
点
的
な
投
資
に
よ
る
基
盤
整
備

の
推
進

重
点
的
な
投
資
が
可
能
と
な
り

地
域
の
中
核
と
な
る
グ
レ
ー
ド
の

高
い
施
設
の
整
備
や
大
規
模
な
投

資
を
必
要
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

〔
例
〕○

篠
山
市
（
11
年
４
月
合
併
）

・
合
併
し
な
け
れ
ば
、
急
務
と
な

っ
て
い
た
斎
場（
総
額
21
億
円
）

や
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
総
額
71
億

円
）
の
全
面
改
築
事
業
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
合
併
後
、
こ
れ

ら
の
事
業
の
着
手
が
実
現
し

た
。

●
行
財
政
の
効
率
化

�
総
務
、
企
画
等
管
理
部
門
の
市

町
村
職
員
数
の
効
率
化
が
図
ら

れ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
事
業
実

施
を
直
接
担
当
す
る
部
門
等
に

職
員
を
手
厚
く
す
る
と
と
も

に
、
職
員
数
を
全
体
的
に
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
三
役
や
議
員
、
各
種
委
員
会
や

審
議
会
の
委
員
、
事
務
局
職
員

等
の
総
数
が
減
少
し
、
そ
の
分

経
費
も
節
減
で
き
ま
す
。

〔
例
〕○

篠
山
市
（
11
年
４
月
合
併
）

・
市
議
会
議
員
は
旧
町
村
議
員
の

57
人
か
ら
26
人
へ
減
少
。
年
間

１
億
円
の
経
費
が
削
減
さ
れ
た
。

・
西
東
京
市

合
併
後
10
年
間
で
人
件
費
を
約

１
９
０
億
円
の
経
費
削
減
が
可

能
。

一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
メ
リ
ッ

ト
の
主
な
も
の
は
以
上
で
す
が
、
い

ず
れ
も
住
民
の
生
活
に
有
利
に
な
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
役
場
が
遠
く
な
っ
て
不
便
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

〔
対
応
策
〕

�
合
併
後
も
、
そ
れ
ま
で
の
町
村

役
場
は
新
市
町
村
の
支
所
と
し

て
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証

明
の
交
付
と
い
っ
た
窓
口
サ
ー

ビ
ス
は
今
ま
で
と
変
わ
り
な
く

受
け
ら
れ
ま
す
。

�
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
の

交
付
と
い
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

を
郵
便
局
で
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
法
律
案
が
今
国
会
に
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
中
心
部
だ
け
が
良
く
な
っ
て
周
辺

部
は
さ
び
れ
な
い
か
。

〔
対
応
策
〕

�
合
併
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
市
町
村
間
で
合
併
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
話
し
合
い
、
中
心
部

だ
け
で
な
く
、
周
辺
部
の
こ
と

に
も
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
（
市
町
村
建
設
計
画
）
を

作
成
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き

各
種
事
業
を
実
施
で
き
ま
す
。

�
合
併
後
は
、
旧
市
町
村
の
区
域

ご
と
に
地
域
審
議
会
を
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
審
議
会

で
新
市
町
村
が
地
域
間
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
事
業
の
実
施
を

行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。

●
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
ら
な

い
か
。

〔
対
応
策
〕

�
議
員
１
人
あ
た
り
の
住
民
の
数

は
増
え
る
の
で
、
住
民
の
声
を

直
接
聴
い
て
、
き
ち
ん
と
反
映

さ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
増
や

し
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

�
地
域
ご
と
の
公
聴
会
、
行
政
モ

ニ
タ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
充
実

さ
せ
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
意
見
募
集
の
実

施
に
よ
り
、
住
民
の
声
を
反
映

で
き
ま
す
。

●
各
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
等

が
失
わ
れ
な
い
か
。

〔
対
応
策
〕

�
合
併
前
の
地
域
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
、
文

化
、
伝
統
等
に
つ
い
て
は
、
旧

市
町
村
の
名
称
を
市
町
村
内
の
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町
・
字
名
や
学
校
等
の
公
共
施

設
の
名
称
等
と
し
て
残
し
た
り

合
併
を
機
に
地
域
の
史
料
館
等

を
整
備
し
た
り
し
て
、
新
市
町

村
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
守
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
基
金

を
積
立
て
、
そ
の
基
金
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

旧
市
町
村
単
位
の
地
域
振
興
・

住
民
の
一
体
感
を
育
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
デ
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
対

応
策
で
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
、
今
回
は
な
ぜ
合
併
か
、
ま

た
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
及
び
デ
メ
リ

ッ
ト
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

合
併
問
題
は
、
将
来
の
町
の
姿
を

決
め
る
と
と
も
に
、
直
接
住
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
結
び
つ
く
問
題
で

す
。読

ま
れ
た
中
で
、
理
解
し
た
部
分

あ
る
い
は
疑
問
点
等
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

疑
問
な
点
に
つ
い
て
は
、
是
非
、

役
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
他
、
合
併
問
題
に
対

す
る
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

役場総務課広域情報係　�88－3111  内線213

「
市
町
村
合
併
」及
び「
ご
み
有
料
化
」

の
地
区
別
懇
談
会
開
催
中

「
市
町
村
合
併
」
及
び
「
ご
み
有
料
化
」
の
地
区
別
懇

談
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
問
題
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結
す
る

も
の
で
す
。

是
非
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期　日 時　間 会　場 対　象　集　落 

10月10日 
（水） 

JA鎧郷支所 新栄町・川崎団地 

10月11日 
（木） 

善光寺集落 
開発センター 

善光寺・桑山・平野 

10月12日 
（金） 

真田集落 
開発センター 

天竺堂・真田・西汰上 

10月13日 
（土） 

升潟集落 
開発センター 

上組・中作・中村・三ツ屋 

10月15日 
（月） 

JA升潟支所 下組・升潟団地・新田・大潟・ 
浦村・大関・升岡・升岡団地 

10月16日 
（火） 

貝柄地区 
集会所 

川西・与兵衛野・堀上・ 
貝柄・三角野 

午後7：30～ 

午後7：30～ 

午後7：30～ 

午後7：30～ 

午後7：30～ 

午後7：30～ 

「市町村合併」・「ごみ有料化」地区別懇談会 

【
胃
が
ん
検
診
】

受
診
票

今
回
の
受
診
票
は
、
さ
き
に
調
査

し
た
「
住
民
検
診
申
込
書
」
で
胃
部

検
診
を
受
診
す
る
こ
と
を
希
望
し
た

人
お
よ
び
平
成
13
年
度
で
50
歳
に
達

す
る
人
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

受
診
を
希
望
し
な
か
っ
た
方
で
も

受
診
で
き
ま
す
の
で
、
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

検
診
費
用

無
料

検
診
結
果

●
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
受
診
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
結
果
が
出
る
ま
で
に
３
週

間
位
か
か
り
ま
す
。

そ
の
他

●
受
診
前
日
の
夕
食
は
、
午
後
８
時

こ
ろ
ま
で
に
済
ま
せ
、
受
診
当
日
は

朝
か
ら
検
査
終
了
ま
で
食
事
・
水
・

タ
バ
コ
・
薬
な
ど
口
に
す
る
も
の
は

一
切
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
上
半
身
は
脱
ぎ
や
す
い
衣
類
を
着

て
き
て
く
だ
さ
い
（
ボ
タ
ン
ホ
ッ
ク

類
の
な
い
肌
着
は
着
用
し
た
ま
ま
検

査
で
き
ま
す
）。

【
大
腸
が
ん
検
診
】

受
診
希
望
者
に
は
各
地
区
の
保
健

委
員
か
ら
検
査
容
器
２
個
と
問
診
票

が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
提
出
日
当

日
と
そ
の
前
日
の
２
回
の
大
便
を
そ

れ
ぞ
れ
の
容
器
に
採
取
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

検
診
結
果

●
結
果
が
で
る
ま
で
10
日
間
位
か
か

り
ま
す
。
検
査
結
果
は
受
診
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

胃がん検診および大腸がん検診実施日時場所 

該当の日程で受診できない方は、都合の良い日に受診してください。 

受付時間を守ってください。 
 

月　　日 
会　　場 

10月17日（水） 

保健センター 

10月18日（木） 
保健センター 

10月19日（金） 
保健センター 

10月20日（土） 
保健センター 

10月22日（月） 
保健センター 

10月23日（火） 
保健センター 

午前7時00分～午前10時00分 
（升潟全域） 
上組・中作・中村・三ツ屋・下組 
新田・大潟・浦村・大関・升岡 
川西・与兵衛野・堀上・貝柄 
三角野・升潟団地・升岡団地 

川崎団地・槇島団地・学校町 

水道町・新栄町・美里・押付団地 

朝日町・千隈町・藤見町・大正通 

旗屋・松崎・六分・見帯・善光寺 

五番町・六番町・七番町・八番町 

九番町・東町・桑山・新川 

押付・矢島・天竺堂・真田・槇島 

西汰上・中島・下山・川崎・平野 

鮮第一区・鮮第二区・鮮第三区 

一番町・二番町・三番町・四番町 

戸 戸 戸 

】

【
胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
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■文芸欄への投稿は、毎月20日までにどうぞ。作品は１人１首（句）以内です（編集一任させていただきます）。
難しい漢字や特別な読み方をする漢字には、ふりがなをふってください。

菩
提
寺
の
読
経
の
か
げ
に
虫
す
だ
く

渡
辺
　
湖
生

岩
風
呂
の
底
ま
で
透
い
て
鬼
や
ん
ま

福
島
　
阿
支

秋
涼
し
尾
灯
遠
の
く
無
人
駅

星
　
　
良
三

新
涼
や
朝

あ
し
た
の
鐘
の
よ
く
透
り

森
　
　
　
武

雨
あ
が
り
一
際
高
ま
る
虫
の
声

山
際
　
伝
市

軒
に
吊
る
薬
草
匂
う
残
暑
か
な

山
田
八
千
代

人
影
の
絶
え
し
浜
茶
屋
ち
ち
ろ
鳴
く

吉
川
　
志
介

帰
る
子
に
持
た
す
茄
子
漬
濃
紫

渡
辺
　
紅
華

鳴
く
虫
の
声
に
つ
ら
れ
て
闇
に
た
つ

市
橋
　
金
吾

虫
の
声
か
き
消
し
バ
イ
ク
過
ぎ
ゆ
け
り

加
藤
　
静
江

は
た
と
止
む
虫
に
つ
づ
き
て
下
駄
の
音

川
崎
　
　
實

八
人
の
親
な
り
し
母
に
菊
供
う

笹
川
カ
ツ
ヨ

角
田
嶺
や
稲
田
に
沈
む
群
雀

関
　
　
芙
美

俳
句

短
歌

虫
の
音
の
秋
を
告
ぐ
る
か
声
の
し
て
静
け
き

夕
の
風
を
覚
ゆ
る

青
葉
　
　
香

郭
公
の
一
羽
啼
く
な
り
何
処
の
森
か
遠
く
に

聞
こ
ゆ
昼
の
し
づ
け
き

大
野
　
友
子

猛
暑
の
跡
あ
り
あ
り
残
せ
る
山
の
上
の
空
は

澄
み
た
り
白
雲
浮
か
め
て

桜
　
み
な
よ

秋
の
風
渡
る
を
知
る
や
夾
竹
桃
急
ぎ
散
り
ゆ

く
さ
よ
な
ら
葉
月

上
山
　
恵
子

茄
子
の
木
に
卵
う
み
つ
け
　
螂
の
動
く
と
も

な
し
静
か
な
る
昼

藤
田
　
キ
ク

百
八
才
の
天
寿
を
終
へ
し
母
の
面
頬
を
よ
す

れ
ば
ぬ
く
も
り
の
こ
る

加
藤
ト
シ
子

夕
空
に
幼
が
見
つ
け
し
「
ナ
マ
ナ
マ
サ
マ
」

綿
雲
抜
き
て
三
ヶ
月
浮
か
ぶ

朝
妻
　
シ
ン

ま
つ
り
終
え
人
ま
ば
ら
な
る
町
の
朝
一
足
跳

び
に
秋
の
気
配
す

市
川
　
和
子

涼
や
か
な
朝
の
風
吹
く
公
園
に
萩
の
く
れ
な

い
わ
づ
か
に
ゆ
る
る

森
　
　
　
武

９月15日の敬老の日に曽根小学校体育館を会場として、敬老会が開催されま
した。
今年度は、昭和３年４月１日以前に出生された満74歳以上の1,375人中、608人
の方が、残暑厳しい日にもかかわらず、元気に会場へおいでになりました。
式典は、安沢町長のあいさつに始まり、森山町議会議長、米山県議会議員の

祝辞に続いて、めでたく結婚50周年を迎えられた金婚ご夫妻を代表して土田茂
さん和子さんご夫妻（六分）に町から記念品の贈呈がありました。
そして、出席者を代表して井上謙生さん（三ツ屋）が感謝の言葉を述べられ

ました。
その後、昼食時にアトラクションを開催し、西川中学校吹奏楽部、アンサン

ブル“Yu-Yu”の皆様による弦楽演奏、新潟落語会に所属する水都家のっぺさ
んによる古典落語、高砂学級歌謡部・民謡部・舞踊部の皆さんによる唄・踊り
が披露され、楽しいひとときを過ごしておられました。
お年寄りの皆さん、いつまでもお元気で、そして来年もさらに多くの方がお

いでになられますことを願っております。
（平成14年度の対象者は、昭和4年4月1日以前出生者の方々となります。）
また、ご多忙の中、お手伝いをしていただきましたＪＡ西川女性部、各町内

の日赤奉仕団員並びにボランティアの皆さん、大変ありがとうございました。
特に、ボランティアとして、広報を見て応募された方が5名おられ、そのなかに
中学３年生たちが含まれていたことは、大変ありがたく、うれしく思いました。
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赤
川
清
三
郎
さ
ん
の

長
寿
の
秘
訣

赤
川
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋
ね
し

た
と
こ
ろ
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ

て
、
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
だ
そ
う

で
す
。

趣
味
は
、
書
道
、
読
書
、
菊
作
り
等
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
特
に
本
を
読
む
こ

と
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。

棚
橋
　
キ
ク
さ
ん
の

長
寿
の
秘
訣

棚
橋
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋
ね
し

た
と
こ
ろ
、
何
ご
と
に
も
く
よ
く
よ
し
な

い
で
、
自
分
で
や
れ
る
こ
と
は
自
分
で
や

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
を
見
る
こ
と
が
好
き

で
、
好
き
な
食
べ
物
は
、
果
物
、
寿
司
、

魚
だ
そ
う
で
す
。

藤
田
　
ヒ
サ
さ
ん
の

長
寿
の
秘
訣

藤
田
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋
ね
し

た
と
こ
ろ
、
庭
の
草
取
り
を
し
た
り
、
何

で
も
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
が
、
特
に

い
な
り
寿
司
や
肉
な
ど
が
大
好
き
だ
そ
う

で
す
。

趣
味
は
、
編
み
物
や
本
を
読
む
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

本
間
　
マ
サ
さ
ん
の

長
寿
の
秘
訣

本
間
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋
ね
し

た
と
こ
ろ
、
畑
で
野
菜
を
作
っ
た
り
、
自

由
気
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

趣
味
は
、
日
本
人
形
を
作
る
こ
と
で
、

好
き
な
食
べ
物
は
、
野
菜
や
卵
な
ど
だ
そ

う
で
す
。

町
で
は
、
９
月
15
日
の
「
敬
老
の
日
」
に
敬
老
行
事
と
し
て

高
齢
者
の
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、
本
年
度
に
77
歳
、
88
歳
、

95
歳
に
な
ら
れ
る
方
々
に
長
寿
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

77
歳
と
88
歳
に
な
ら
れ
る
方
々
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
民
生

委
員
さ
ん
を
通
じ
て
、
ま
た
、
95
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、
町
長

が
訪
問
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
お
祝
金
を
贈
り
し
ま
し

た
。い

つ
ま
で
も
お
年
寄
り
を
敬
愛
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
、
共
に
生
き
る
喜
び
を
わ
か
ち
あ
え
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

喜寿の祝い （77歳になられる方） 109人 
米寿の祝い （88歳になられる方） 37人 
長寿の祝い （95歳になられる方） 
・赤川清三郎さん（善光寺） 
　　　　　　　　明治39年４月17日生まれ 
・棚橋　キクさん（　第三区） 
　　　　　　　　明治39年10月31日生まれ 
・藤田　ヒサさん（六番町） 
　　　　　　　　明治39年９月７日生まれ 
・本間　マサさん（　第一区） 
　　　　　　　　明治39年10月20日生まれ 

4人 

合同相談所開設 
　相談ごとや心配ごとがありましたら、お気 
軽にお出かけください。 
と　き　10月15日（月） 
　　　　午前10時～午後３時 
ところ　老人いこいの家「西川荘」 
　　　　�８８－２２１８ 
内　容　行政相談・心配ごと相談・人権擁護 
　　　　相談・その他お困りごと 
相談員 
　行 政 相 談 員　　野沢奈々重さん 
　心配ごと相談員　　織田島正義さん 
　　　　　　　　　　山崎　　惇さん 
　　　　　　　　　　笠井三和子さん 
　　　　　　　　　　筒井　カズさん 
　　　　　　　　　　山本　進市さん 
　人権擁護委員　　加藤　豊隆さん 
　　　　　　　　　　田畑　忠衛さん 
　　　　　　　　　　深川新三郎さん 

立 
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この手紙は、平成12年度に西川町青少年問題協議会が募った「短い手紙」の作品です。
なお、学校・学年は、応募当時のものです。

������������ ����������������������� �����������
「好き」って言葉は簡単につかえる。けど

やっぱり大切な人にしかつかえない。だから

言えない。

西川竹園高等学校　１年

清水　悟子

ぼくは、おかあさんが大すきです。やさし

いからです。おかしをかってくれるからです。

曽根小学校　４年

岸田　正和

���
���

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
参
加
を
！

日
　
　
時

11
月
11
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

会
　
　
場

西
川
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格

町
内
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
も
し
く
は
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
方
で
編
成
し

た
チ
ー
ム
。

試
合
方
法

○
６
人
制
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な

し
で
、
男
子
は
バ
ッ
ク
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
限
り
ま
す
。

○
女
子
を
常
時
３
人
以
上
プ
レ
ー

さ
せ
る
こ
と
。（
女
子
の
み
で

も
可
）

○
一
般
の
部
の
み
と
し
、
ク
ラ
ス

別
は
し
な
い
。

○
予
選
リ
ン
ク
戦
お
よ
び
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
す
る
。

○
ネ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
２
ｍ
15
㎝

と
す
る
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
　
５
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
等
）

申
込
み

参
加
申
込
書
に
参
加
費

を
添
え
て
11
月
２
日

（
金
）
ま
で
に
公
民
館

へ
ど
う
ぞ
。

組
合
せ

当
日
の
代
表
者
会
議
で

抽
選
し
ま
す
。

日
　
　
時

11
月
18
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

会
　
　
場

西
川
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格

町
内
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
方
で
編

成
し
た
チ
ー
ム
も
し
く

は
個
人

町
民
卓
球
大
会
に

参
加
を
！

試
合
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
し
、

○
個
人
戦
　
小
学
生
の
部（
男
・
女
）

中
学
生
の
部（
男
・
女
）

高
校
生
の
部（
男
・
女
）

一
般
の
部（
男
・
女
）

○
１
チ
ー
ム
　
４
〜
６
名

４
シ
ン
グ
ル
ス
、
１
ダ
ブ
ル
ス

○
21
本
、
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

○
参
加
者
数
に
よ
り
、リ
ー
グ
戦
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
及
び
敗
者
復

活
方
式
と
す
る
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
　
５
０
０
円

（
個
人
戦
参
加
は
１
人

１
０
０
円
。
傷
害
保
険

料
を
含
む
。
小
・
中
学

生
は
無
料
。）

申
込
み

参
加
申
込
書
に
参
加
費

を
添
え
て
11
月
２
日

（
金
）
ま
で
に
公
民
館

へ
ど
う
ぞ
。

組
合
せ

事
務
局
一
任
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

10月１日～

10月14日

�88－5560

期　間 内　容

10月15日～

10月28日

子どもの遊びについ

て考える

子どもの成長と反抗

期

※問い合わせは、曽根保育園（�88－
2112）までお願いします。

町民バドミントン
大会に参加を！

日　　時 10月28日（日）
午前８時30分～

会　　場 県立西川竹園高校体育館
参加資格 町内に在住、通勤、通学

もしくは、クラブチーム
に加入している方。

試合方法 団体戦とし、予選リーグ戦
および決勝トーナメント戦
とする。

チーム編成
１チーム５人以上とし、男
女の別を問わない。

参 加 費 １チーム １，０００円
（傷害保険料等）

申 込 み 参加申込書に参加費を添
えて10月22日（月）まで
に公民館へどうぞ。

期　日 10月28日（日）
会　場 西川ふれあい公園
参加費 １人 １，０００円
その他 ・個人戦とする。

・用具は公民館にもあ
ります。

申込み 10月19日（金）までに
公民館へどうぞ。
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10月の納税
●納税する税目
町県民税（第3期分）
国民健康保険税（第7期分）
介護保険料（第7期分）
●納　期　限
10月31日（水）

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関へ納めて
ください。
・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。
・口座振替日は10月31日です。振替できなかった方の再振替日
は、郵便局の方11月12日（月）、その他の金融機関の方は、
11月15日（木）となっています。
・口座振替のおすすめ
納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。
手続きは、金融機関の窓口で行ってください。・納期限までに忘れずに

納税しましょう。

西 川 町 役 場
保健センター
公 民 館
ガ ス 水 道 課
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
テレホンガイド
教育相談（専用）

�88－3111�
�88－5311
�88－2334
�88－2144
�88－5666
�88－5666
�88－6666
�88－3031

毎月第４水曜日に住民票等交付窓口を午後７
時まで延長しています。（10月は24日です。）
取扱業務は、
戸籍謄・抄本／住民票／印鑑登録／印鑑証

明／年金現況証明です。
どうぞご利用ください。

ＩＴ講習会での指導者ボランティア 
（サブスタッフ）募集!

ＩＴ講習会での指導者ボランティア 
（サブスタッフ）募集! 「ＩＴ講習」を開催しています 「ＩＴ講習」を開催しています 

国では、ＩＴ革命の恩恵を全ての国民が享受で
き、かつ国際的に競争力のある「ＩＴ立国」の形成
を目指した政策を総合的に推進しており、全国民が
インターネットを使えるよう国民運動を展開してき
ています。
ＩＴ（アイ・ティー）とは、Information Technology

（情報通信技術）の略語で、市町村などの各地方自
治体が、ＩＴ講習を開催し、多くの住民の方々に受
講してもらうよう取り組んでいます。
ＩＴ講習では、一人あたり12時間の講習時間で、

インターネットが使えるようになるために必要な基
礎技能の習得に努めていただきます。
町でも、４月16日からＩＴ講習を実施しています

が、平成13年度中に4期に分けて総計25回開催する
予定となっています。
第3期の申込期間は、10月15日から10月25日

までです。応募者多数の場合には抽選となりますが、
第１期・第２期の申込状況からみると、平日コース
には余裕があります。ＩＴ講習は平成13年度限りの
事業ですので、この機会にパソコンにチャレンジし
てください。
ＩＴ講習へのお問い合わせは、公民館（�88－

2334）へどうぞ。
※「ＩＴ講習申込書」は、公民館（西川町福祉会館）
に備えてあります。
なお、第3期からは、いままでにすでに受講した

方も、もう一度受講できるようになりました。（た
だし、定員に余裕がある時に限ります。）再チャレ
ンジを待ってます。

町公民館では、平成13年度において「ＩＴ講習会」
を実施しています。パソコンが初めての町民に対し
て、パソコンの基礎やインターネットの利用などを
講習しています。
講師には、普段、専門のインストラクターを招い

ていますが、次の日程では、公民館担当職員が講習
を行います。公民館スタッフだけでは、20人の受講
者（初心者）を十分教えることが困難です。そこで、
町民の皆さんのなかから、パソコンに慣れていて、
かつボランティア精神のある方を募集します。
ＩＴ講習会では、福祉会館に設置してあるノート

パソコンを使用して、文字入力練習、インターネッ
ト、電子メールを行いますが、特に初心者を対象と
していますので、あまり詳しい知識をお持ちいただ
く必要はありません。キーボード操作やマウス操作
などを含め、サブアシスタントとしてご協力いただ
けないでしょうか。
要件：年齢20歳以上のパソコン及びインターネット

経験者
使用ＯＳは、Windows Meです。
日時：
① 12月10日～12月14日
② 来年2月4日～2月8日
③ 来年2月18日～2月22日
各回午後７時～９時30分まで

謝礼：薄謝あり
募集人数：若干名
連絡先：西川町公民館（福祉会館内�88－2334）
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新
潟
県
立
自
然
科
学
館
の
お
知
ら
せ

★
開
館
20
周
年
記
念
特
別
行
事
★

11
月
１
日
に
開
館
20
周
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
開
館
20
周

年
を
記
念
し
て
次
の
行
事
を
開
催
し

ま
す
。

１．

子
ど
も
無
料
招
待
デ
ー

11
月
３
日
（
土
）
お
よ
び
４
日

（
日
）
の
２
日
間
に
限
り
、
中
学
生

以
下
の
入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は

有
料
（
小
・
中
学
生
１
０
０
円
）
で

す
。

２．

記
念
特
別
展
「
サ
イ
エ
ン
ス
ブ

ッ
ク
」

11
月
１
日
（
木
）
〜

１
月
30
日
（
水
）

映
像
や
実
験
装
置
な
ど
に
よ
り
、

日
本
野
鳥
の
会
新
潟
県
支
部
の
会

員
か
ら
、
調
査
研
究
し
た
内
容
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

５．

ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会

11
月
11

日
（
日
）

マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
、
ト
レ
ー
ス
ロ

ボ
ッ
ト
、
虫
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
競
技
会

を
開
催
し
ま
す
。（
参
加
申
込
等
に

つ
い
て
は
、
各
種
教
室
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）

６．

記
念
品
の
配
付
（
各
日
先
着
、

数
量
限
定
）

11
月
３
日
（
土
）

〜
11
月
11
日
（
日
）

開
館
20
周
年
を
記
念
し
て
、
さ
さ

や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
記
念
品
を
配

付
し
ま
す
。

★
各
種
教
室
★

別
表
の
と
お
り

◎
料
金

○
入
館
料

大
　
人
　
　
　
５
１
０
円

小
・
中
学
生
　
３
１
０
円

○
入
館
料
＋
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

大
　
人
　
　
　
７
１
０
円

小
・
中
学
生
　
４
１
０
円

※
幼
児
、
障
害
者
の
方
は
無
料
で
す
。

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観
覧
さ
れ
る

場
合
は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

※
20
名
以
上
（
有
料
入
館
者
）
の
団

体
は
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
11
月
の
休
館
日

５
日
（
月
）、
12
日
（
月
）、
19
日

（
月
）、
20
日
（
火
）、
26
日
（
月
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

�

０
２
５
―
２
８
３
―
３
３
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
５
―
２
８
３
―
３
３
３
６

Ｅ
メ
ー
ル

nsm
@
coral.ocn.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.lalanet.gr.jp/nsm/index.html

〒
９
５
０
―
０
９
４
８

新
潟
市
女
池
南
３
丁
目
１
番
１
号

物
質
の
性
質
や
原
子
の
構
造
、
核
分

裂
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

３．
「
な
ぜ
？
か
ら
始
ま
る

〜
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
〜
」

①
い
ろ
い
ろ
マ
ジ
ッ
ク

11
月
３
日
（
土
）
〜
11
月
11
日

（
日
）、
１
日
数
回
実
施

②
ピ
エ
ロ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

11
月
３
日
（
土
）
・
４
日

（
日
）
・
10
日
（
土
）
・
11
日

（
日
）
の
４
日
間
、
１
日
数
回

実
施

４．

記
念
特
別
講
演
「
雪
国
の
野
鳥

を
訪
ね
て
」

11
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
１
０
０
名

名　称 内　　　容 時　間 対象・定員等 料　金 場　所 開催 
日 

３
日（
土
） 

４
日（
日
） 

11
日（
日
） 

18
日（
日
） 

23
日（
金
） 

24
日（
土
） 

25
日（
日
） 

プテラノドンを 
飛ばそう 

翼竜（プテラノドン）型 
の紙飛行機をつくります 

①１３：００～ 
②１４：００～ 
③１５：００～ 

小学生 
各回２４名 
当日先着 

入館料の 
ほかに 
５０円 

サイエンス 
ラボラトリー 

昼間に星を見 
よう 

６０㎝反射望遠鏡を使って 
昼間の星を観察します 

①１１：００～ 
②１４：００～ 

入館者 
各回３０名 
当日先着 

入館料 
のみ 

天体観測 
室 

開館20周年記 
念特別講演 
「雪国の野鳥を 
　　　訪ねて」 

日本野鳥の会新潟県支 
部の会員から、調査研究 
した内容についてお話 
いただきます 

１３：００～ 入館者、会員 
１００名 
当日先着 

入館料 
のみ 

講堂 

高速船テクノス 
ーパーライナー 

ボール紙を使って、床の 
上を飛ぶように進む高 
速船を作ります 

①１３：００～ 
②１４：００～ 
③１５：００～ 

小学生 
各回２４名 
当日先着 

入館料の 
ほかに 
５０円 

サイエンス 
ラボラトリー 

ゾウリムシやア 
メーバーを観察 
しよう 

顕微鏡などでゾウリムシ 
やアメーバーなどの原 
生生物を観察します 

１３：００～ 
　１５：００ 

申込者 
２０名 
電話等による 
申込（先着） 

入館料 
のみ 

科学室 

万華鏡 オリジナル万華鏡を作り 
ます 

①１３：００～ 
②１４：００～ 
③１５：００～ 

小学生 
各回２４名 
当日先着 

入館料の 
ほかに 
１００円 

サイエンス 
ラボラトリー 

ロボット競技大 
会 

マイクロマウス、トレー 
スロボット、虫型ロボット 
の競技会です 

９：３０～ 
　１６：３０ 

ロボット 
所有者 
電話等による 
申込（全員） 

ロボット 
1台につき 
1,000円 

特別展示 
室・講堂 

良く走る 
ホバークラフト 

CDや風船などを使って、 
良く走るホバークラフト 
を作ります 

①１３：００～ 
②１５：００～ 

小学生 
各回２４名 
当日先着 

入館料の 
ほかに 
５０円 

サイエンス 
ラボラトリー 

からくりの世界 茶運び人形、段返り人形 
など、からくり人形の仕 
組みを紹介します 

１３：３０～ 
　１４：３０ 

入館者 
各回４０名 
当日先着 

入館料 
のみ 

講堂 

不思議な生物・・ 
恐竜を調べよう 

恐竜の歯やツメなどの 
化石を観察・比較し、恐 
竜の分類や体の仕組み 
について紹介します 

①１３：００～ 
②１４：００～ 
③１５：００～ 

入館者 
３０名 
当日先着 

入館料 
のみ 

サイエンス 
ラボラトリー 

プラネタリウム 
星空散歩 

プラネタリウムを使って、 
11月・12月の星空や天 
文現象を紹介します 

１５：４０～ 
　１６：２０ 

入館者 
２１０名 
当日先着 

入館料 
のみ 

プラネタリ 
ウムドーム 

電子顕微鏡で 
昆虫を見よう 

トンボ、スズムシ、ハエな 
どの複眼や羽などを観察 
します 

１３：３０～ 
　１５：００ 

入館者 
１０名 
当日先着 

入館料 
のみ 

サイエンス 
ラボラトリー 

※　都合により、一部変更または中止する場合があります。 

西川町など17市町村で構成する新潟地域広域市
町村圏協議会では、近くにありながら意外に知ら
れていない近隣市町村の施設を知ってもらうとと
もに、広域行政について理解していただくために、
次の内容で広域施設めぐりを実施します。
多数の応募をお待ちしています。
日　時 11月20日（火）

午前９時30分役場集合
午後４時到着予定

見学先 ビッグスワン
福島潟
環境と人間のふれあい館
水原代官所
しろね大凧と歴史の館

定　員 40人（応募多数の場合は、抽選になります。）
参加費 1,000円
用意するもの　昼食・雨具（雨天の場合）
申込方法・問い合わせ先
10月31日（水）まで、役場企画課へ。
�88－３１１１
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今
日
の
研
修
を
終
え
て
、
ま
ず
最
初
に
思
っ
た

こ
と
は
「
と
て
も
良
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
研
修
前
は
、
自
分
か

ら
「
行
き
た
い
」
と
言
い
出
し
た
く
せ
に
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
は
ち
ゃ
ん
と
意
思
を
伝
え
ら
れ
る

か
な
、
と
か
い
ろ
い
ろ
心
配
で
し
た
。
そ
の
心
配

は
解
消
さ
れ
る
事
な
く
出
発
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
て
、
ま
ず
感
動
し
た

の
は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見
れ
た
こ
と
で
す
。
一
生

に
一
度
は
生
で
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

現
地
の
学
校
訪
問
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
現
地
の
学
生
さ
ん
た
ち
と
し
ま
し
た
。
や
っ
ぱ

り
ど
こ
の
国
で
も
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

交
流
会
後
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
。
初
め
て

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
家
庭
の
料
理
を
食
べ
た
り
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
生
ま
れ
て
初
め
て
フ
ェ

リ
ー
に
も
乗
っ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
も
の

す
ご
く
心
配
し
て
い
た
言
葉
は
、
簡
単
な
こ
と
を

伝
え
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

聞
き
と
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
く
て
、
少
し

困
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
終
え
て
、
グ
レ
ッ
ズ
ウ
ッ
ド

牧
場
へ
行
き
ま
し
た
。
牛
の
乳
し
ぼ
り
、
子
羊
の

授
乳
、
羊
の
毛
刈
り
な
ど
初
め
て
見
た
り
し
た
り

す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

経　験

佐藤　晴香さん

翌
日
、
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
、
ブ
ル
ー
マ

ウ
ン
テ
ン
ズ
国
立
公
園
へ
行
き
ま
し
た
。
初
め
て

さ
わ
っ
た
コ
ア
ラ
は
、
仕
草
も
形
も
大
き
さ
も
何

も
か
も
が
か
わ
い
く
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の
景
色
は
、
私
が
今
ま
で
に

見
た
景
色
の
中
で
１
番
で
し
た
。
圧
倒
さ
れ
た
感

じ
が
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
「
大
き
い
」
で
す
。
そ
ん

な
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
大
陸
も
大
き
い
し
、
自
然

も
豊
か
で
す
。
人
の
心
も
こ
ん
な
良
い
所
に
住
ん

で
い
れ
ば
大
き
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
、
こ
の
作
文
を
書
く

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
今
ま
で
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
い
る
と
、「
何
事
も
経
験
」
と
い
う
言
葉
が
う

か
ん
で
き
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
か
ら
何
度
か
あ
る

チ
ャ
ン
ス
に
挑
戦
を
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
は
経

験
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し
た
。
出
発
す
る

前
は
、
早
く
外
国
に
行
き
た
い
と
い
う
好
奇
心
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
い
ざ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

着
い
た
ら
、
当
た
り
前
だ
け
ど
シ
ド
ニ
ー
空
港
は

外
国
の
人
が
大
勢
い
て
、
も
ち
ろ
ん
日
本
語
を
話

せ
る
人
は
、
一
緒
に
日
本
か
ら
き
た
数
人
だ
け
…
。

で
も
、
空
港
で
す
ご
く
う
れ
し
い
事
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
れ
は
、
荷
物
検
査
の
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

空
港
の
人
に
、
突
然
英
語
で
何
か
話
し
掛
け
ら
れ

た
の
で
す
。
私
は
全
然
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
く
て
、
困
っ
て
い
る
と
「
お
か
し
」

と
日
本
語
で
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
、
食
べ
物
に
関
し
て
厳
し
い
国
な
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
の
で
す
。
私
は
そ
の
時
ガ
ム
を

持
っ
て
い
た
の
で
差
し
伸
べ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

ら
「
Ｏ
Ｋ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
着
い
て
か
ら
す
ぐ

の
事
で
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
け
ど
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
他
に
も
驚
い
た
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
海
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
は
き
れ
い

で
、
水
が
透
き
通
っ
て
い
て
砂
浜
に
は
貝
殻
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。「
日
本
の

海
は
、
水
が
濁
っ
て
い
て
汚
い
ん
だ
!!
」
と
思
い

ま
し
た
。

フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
近
郊

な
ど
に
も
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

日
は
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
歩
い
て
行
動
し
た
の

で
、
す
ご
く
疲
れ
ま
し
た
。
普
段
、
車
で
移
動
の

毎
日
な
の
で
「
も
う
少
し
、
体
を
動
か
さ
な
く
て

は
」
と
思
い
ま
し
た
。

一
番
食
事
の
時
に
嫌
だ
っ
た
事
は
、
フ
ォ
ー
ク

と
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
食
べ
る
と
い
う
事
で
し
た
。

そ
れ
と
、
ご
飯
が
お
い
し
く
な
か
っ
た
事
で
す
。

日
本
の
米
粒
よ
り
細
長
く
、
パ
サ
パ
サ
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
料
理
は
お
い

し
く
、
特
に
牧
場
で
食
べ
た
ス
テ
ー
キ
は
お
い
し

か
っ
た
け
ど
、
す
ご
く
分
厚
く
て
大
き
く
て
…
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で
食
べ
た
カ
レ
ー

も
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
マ
ン
ゴ
ー
み
た
い
な

も
の
が
入
っ
て
い
て
、
日
本
の
カ
レ
ー
よ
り
少
し

甘
か
っ
た
で
す
。
カ
レ
ー
の
他
に
、
ピ
ー
マ
ン
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
、
ご
飯
と
混
ぜ
て
あ
る
料

理
も
食
べ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
で
は
食
べ
た

事
が
な
か
っ
た
の
で
、
い
い
経
験
に
も
な
っ
た
し
、

お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
び
っ
く
り
し
た
事
は
、
緑

茶
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。「
外
国
に
も
緑
茶
が
あ

る
ん
だ
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。
一
回
飲
ん
で
み

た
ら
あ
ま
り
お
い
し
く
な
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
私
の
中
で
一
番
印
象
深
く
残
っ
て
い

る
思
い
出
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
に
行
っ

て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
事
で
す
。
外
に

コ
ー
ト
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

み
ん
な
と
て
も
上
手
で
驚
き
ま
し
た
。
私
も
が
ん

ば
っ
て
や
り
ま
し
た
が
、
点
を
入
れ
る
事
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
人
が
何
人
か
い
て
、

英
語
の
わ
か
ら
な
い
私
た
ち
に
や
さ
し
く
接
し
て

く
れ
ま
し
た
。
同
じ
年
代
の
人
た
ち
で
す
が
皆
、

大
人
っ
ぽ
く
見
え
ま
し
た
。

私
は
、
海
外
研
修
を
通
し
て
思
っ
た
事
が
、
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
の
英
語
力
が
、
ま
だ
ま

だ
足
り
な
い
と
い
う
事
で
す
。
話
す
時
は
、
一
つ

一
つ
の
単
語
し
か
出
て
こ
な
く
て
、
相
手
に
自
分

が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
く

て
、
大
変
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
い
ろ
ん
な
事
を
勉
強
し
て
今

度
ま
た
、
海
外
へ
行
く
事
が
出
来
た
ら
、
そ
こ
の

国
の
言
葉
や
文
化
な
ど
を
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
か

ら
行
き
た
い
で
す
。

海外研修に
参加して

寺沢　みゆきさん

西川町青少年海外研修
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農
産
物
販
売
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す

今
年
も
、
農
産
物
販
売
フ
ェ
ア
を

東
京
上
野
公
園
内
「
精
養
軒
」
に
お

い
て
、
11
月
４
日
（
日
）
に
開
催
し

ま
す
。

ふ
る
さ
と
�
に
し
か
わ
�
の
香
り

を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
東
京
近
郊

に
在
住
の
お
知
り
合
い
が
い
ま
し
た

ら
、
一
声
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
所
、
氏
名
を
ご
紹
介
い

た
だ
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
案
内
チ

ラ
シ
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〜
農
産
物
販
売
会
実
行
委
員
会
〜

連
絡
先西

川
農
業
協
同
組
合

�
88
―
３
１
１
８

西
川
町
役
場
農
政
課

�
88
―
３
１
１
１

日
　
時

10
月
21
日
（
日
）

午
後
６
時
30
分
開
演

会
　
場

福
祉
会
館
「
講
堂
」

指
　
揮

田
辺
伸
五
郎

ピ
ア
ノ

高
木
千
代
子

演
奏
曲
目

Ⅰ
混
声
合
唱
に
よ
る
無
伴
奏
宗
教
曲

…
…A

ve
M
aria

「
ア
ヴ
ェ
マ

リ
ア
」
他

Ⅱ
女
性
合
唱
小
品
集
…
…
子
守
歌
、

風
が
フ
ル
ル
ン
、
香
の
夜
　
他

Ⅲ
ピ
ア
ノ
独
奏
・
連
弾

Ⅳ
み
ん
な
で
歌
お
う

Ⅴ
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
…
…
ア
メ
リ
カ

の
４
つ
の
ダ
ン
ス
よ
り
タ
ン
ゴ

他

Ⅵ
混
声
合
唱
…
…
主
よ
人
の
望
み
の

喜
び
よ
、
め
だ
か
の
が
っ
こ
う

他

問
い
合
わ
せ

西
川
町
あ
じ
さ
い
コ
ー
ラ
ス

田
中
�
88
―
２
１
４
７

押
切
�
88
―
２
８
３
３

「
さ
わ
や
か
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

10
月
の
予
定

○
10
月
20
日
（
土
）

�
球
根
を
使
っ
て
来
春
に
も
楽
し

め
る
寄
せ
植
え
�

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

会
費

２，
０
０
０
円
（
材
料
費
込
）

場
所

福
祉
会
館
「
視
聴
覚
室
」

そ
の
他

参
加
の
場
合
は
、
準
備
の

都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
10

月
17
日
ま
で
に
連
絡
を
く
だ

さ
い
。

公
民
館
�
88
―
２
３
３
４

西
　
屋
�
88
―
７
６
１
７

「
花
と
緑
を
楽
し
む
会
」

の
お
知
ら
せ

爽
林
祭

西
川
竹
園
高
校

西
川
竹
園
高
校
で
は
、
地
域
の
役

に
立
ち
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
そ
の
一
環
と
し
て
爽
林

祭
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
、
生
徒
会

を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
学
校
全
体
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ア
ル
ミ
缶
を
収
集
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
３
日
（
土
）

９：

30
〜
14：

30

会
場

西
川
竹
園
高
校

内
容

も
ち
つ
き
大
会

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

カ
レ
ー
や
う
ど
ん
の
販
売
な
ど

日
時

11
月
３
日
（
土
）

10
時
〜
15
時
00
分

場
所

新
潟
み
ず
ほ
園
、み
の
り
園
、

第
２
み
ず
ほ
園

内
容

作
品
展
示
（
入
所
者
、
地
域
、

福
祉
機
器
）
即
売
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
バ
ザ
ー
、
ゲ

ー
ム
、
野
菜
即
売

皆
様
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

問
い
合
せ

新
潟
み
ず
ほ
園
（
�
０

２
５
―
２
６
２
―
０
０
４
４
）

福
祉
会
文
化
祭
・

バ
ザ
ー
開
催

　初めまして、曽根保育園のもみじクラブです。このクラブは子 
どもたちとオジイチャン・オバアチャンが交流することを目的と 
いしてます。保育園にお孫さんがいられない方、大歓迎…ぜひ遊 
びにきてください。（月２回活動しています） 
　　10月　やきいも大会・歩け歩け参加 
　　11月　年長サンとクッキング・自由参観 
　　12月　もちつき大会・クリスマス音楽会見学 
ピヨピヨクラブもお忘れなく…小さいお友だち、保育園に遊びに 
きませんか。皆で楽しく遊んだり、楽しいお話しいっぱいしよう 
詳しい日程・内容は保育園に電話するか直接お越しくださいね 
　　　　　　　　　　　　　　tel 88-2112　fax 88-5542

10月14日（日）午前10時～午後2時 
●イベント 
　★オープニングセレモニー 
　　　巻町越王太鼓 
　★マジックショウ 
　　　牛腸　賢吾　氏 
　★バンド演奏 
　　　阿部　正　氏他 
　★岡村　佐久一氏作品展 
●角田の里授産製品販売 
　★廃油石けん　★バスマット 
　★雑巾　★手芸品等 

●模擬店 
　★うどん・そば　★肉まん・あんまん 
　★ポップコーン　★綿あめ 
　★おでん　　　　★各種飲料水 
　★菓子類（シュウクリーム・だんご等） 
●新鮮野菜安価販売 
　何が並べられるかお楽しみに 

　地域の皆様との触れあいを 
楽しみにしています。 
ご来所をお待ちしています。 
問い合わせ  角田の里  � 72-8055

買い物に出かけるときは、買い物袋を持参す
るようにしましょう。
スーパーなどでレジ袋をもらわずに、持参し

た袋を使うことで資源の節約、ゴミの減量につ
ながります。
環境にやさしい暮らしのために、みなさんの

ご協力をお願いします。

10月は
「マイ・バック・キャンペーン」

実施中 立志の集い　2001

西川中学校 PTA 第２学年部

保護者・町民の方お誘い合わせの上ぜひご来場ください
日時 10月19日� 午後２時～４時
会場 西川中学校　講堂

問い合わせ 西川中学校　�88－3148

コカリナコンサート
演奏者：黒坂黒太郎さん他



一定面積以上の土地取引には
届出が必要です
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入札日

8.30
町道第７号線
道路改良工事

工　事　名 場　所

東　　町
地　　内

工事費

千円

4,095

工 期
13.８.30
〜

13.11.22

業　者　名

㈱八百板組

8.30
町道第１０３－５号線
舗装新設工事

西 汰 上
地　　内

6,090
13.８.30
〜

13.11.17

㈱水倉組
巻支店

9.４
消雪パイプ用削井
（補助第３工区）工事

学 校 町
地　　内

5,880
13.９.４
〜

13.12.２

大和開発
興業㈱

9.12
町道第６１８号線
道路改良工事

桑 山 ・
善 光 寺
地　　内

8,715
13.９.12
〜

14.２.３
㈱八百板組

入札結果公表　　 （百万円以上）

新
潟
県
弁
護
士
会
の

巡
回
無
料
法
律
相
談
会

と
●
会
社
の
倒
産
や
商
売
上
の
紛
争

●
サ
ラ
金
、
そ
の
他
金
銭
の
貸
借
や

保
証
問
題

●
交
通
事
故
や
労
災
な
ど
の
賠
償
問

題
●
契
約
書
、
示
談
書
、
遺
言
書
の
問

題こ
れ
ら
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約

制
で
す
の
で
11
月
５
日
（
月
）
ま
で

に
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

�
88
―
３
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

新
潟
県
弁
護
士
会
の
巡
回
無
料
法

律
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

相
談
日
時

11
月
12
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
　
　
所

老
人
憩
い
の
家
「
西
川
荘
」

相
談
弁
護
士

高
島

章
弁
護
士

相
談
内
容

●
土
地
、
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル

●
夫
婦
、
親
子
、
相
続
等
の
も
め
ご

一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
ま
せ
ん
か

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
相
談
会

は
、
弁
護
士
と
障
害
者
相
談
員
各
１

名
が
障
害
者
の
方
の
人
権
や
財
産
の

保
護
に
つ
い
て
法
律
相
談
を
行
う
も

の
で
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ご
相
談
の

あ
る
方
は
申
込
み
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
恐
れ
入
り
ま
す
が
申
し
込
み
を
さ

れ
る
方
は
、
後
日
問
い
合
わ
せ
等
の

た
め
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

・
日
時

11
月
21
日
（
水
）

・
会
場

巻
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
相
談
内
容

人
権
、
財
産
等
の
法
律
相
談
、

そ
の
他

・
相
談
希
望
受
付
期
間

11
月
15
日
（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

�
０
２
５
―
３
８
１
―
０
１
１
０

障
害
者
１
１
０
番
係

西
川
町
身
体
障
害
者
相
談
員
　
吉
田
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10月は児童手当の支給月です
10月期は、15日に各受給者の口座に振り込まれますの

でお確かめください。
今期の支払いは、平成13年６月から９月までの４か月

分です。
なお、中途で受給資格を取得された場合はその月の翌

月分からとなりますし、中途で受給資格を喪失された場
合はその月分までとなります。
問い合わせ
保健福祉課福祉係（�８８－３１１１　内線142）

理容店、美容店、クリーニング店の 
　　　お店選びはSマーク登録店で！ 

厚生労働大臣認可 

Ｓマークは厚生労働大臣認可の標準約款 
制度に従って営業しているお店です。 
このＳマークを店頭に表示しているお店 
なら安全、衛生、技術が保証され、皆様 
の信頼できるお店選びの大きな目安とな 
ります。また万一の場合、事故賠償基準 
に基づいた補償も受けられます。 

（戝）新潟県生活衛生営業指導センター 
                    TEL（025）283-5900

1. 国土利用計画法の届出とは

国土利用計画法では、国土の適正かつ合理的な土地利

用の確保を図るため、法定面積（市街化区域内：2,000㎡、

その他の都市計画区域内：5,000㎡、都市計画区域外：

10,000㎡）以上の土地取引を行った場合、契約締結日（予

約を含む）から2週間以内に土地の所在する市町村を経由

して都道府県知事に届出をすることを義務付けています。

・届出義務者：権利取得者（売買であれば買主が届出を

要します）

・届出時期：契約締結日から2週間以内

・届出場所：土地の所在する市町村役場

・届出事項：①土地売買等の当事者

②土地の所在

③土地の利用目的

④土地の対価　など

・法定面積：①市街化区域　　　　　　　⇒ 2,000㎡以上

②上記①を除く都市計画区域⇒ 5,000㎡以上

③都市計画区域以外の区域　⇒10,000㎡以上

※個々の取引面積は小さくても、土地の総面積が上記

の面積以上になる場合には、届出が必要になります。

2. 届出をしないと

土地にかかる契約（予約）をした日から2週間以内に届

出をしなかったり、偽りの届出をすると、法律により罰

せられることがあります。

3. 問い合わせ先

西川町役場企画課企画広報係

�８８－３１１１　内線222



小　林　広
ひろ

弥
や

山　下　流
りゅう

星
せい

羽　賀　胡
くる

桃
み

大　瀧　海
み

央
お

神　田　麻
ま

衣
い

24

／

／

／

／

／

／

／

／

コンニチニヤン。ぼくは、厄介者の野良です。6月下旬、お腹をすか
せ、フラフラのところをこの家のバアちゃんに助けられました。元気に
なれと毎日牛乳とお魚ごはんをめぐんでもらってます。バアちゃんの話
によれば、去年の11月ころ、この村に出現、うろついていたとの事、人
なれも良く、毛につやがあり、男前だったとのことです。捨てられたの
ではなく、迷子になったのだろうとのこと。ぼくをとても心配して、元
の飼い主の所へ戻れたら、又もらってくれる人いないかしら、と広報に
出してくれましたニャン。 赤川　　光代さん（善光寺）

このコーナーに登場してくれるちびっこ・赤ちゃん・ペットを募

集しています。企画課まで連絡してください。

氏　　名 生月日 保護者 町内名

／

／

／

／

／

義　広

和　広

清　史

剛

義　弘

升潟団地

中 作

升潟団地

天 竺 堂

善 光 寺

21

23

25

2

6
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安　達　俊　雄

岸　本　ミチ子

堀　越　喜与志

稲　葉　イ　ツ

藤　田　弘　紀

石　黒　新　一

橋　本　巖　雄

遠　藤　ソ　ヨ

氏　名

69

59

43

84

56

79

54

89

年齢

本 人

芳 治

土田恵一

本 人

松宮良和

本 人

本 人

嘉　平

死亡
月日

世帯主

下 山

槇島団地

平 野

槇島団地

押　付

町内名

8

8

8

8

8

9

9

9

18

23

26

31

31

14

16

19

8

8

8

9

9

町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、戸籍
窓口に届出の際にお申し出ください。

　男 
　女 
　計 
 
世帯数　3,467　 

転　入 
転　出 
出　生 
死　亡 

　　25人 
　　11人 
　　11人 
　　8人 

 6,092人 
 6,586人 
 12,678人 

 
 

（前月比＋17） 

（前月比＋5） 

（8月末日現在） 

一　場　範　久
（遠藤）智　美
赤　川　和　明
（古俣）沙由里
土　屋　伸　介
（中田）雅　子

氏名（旧　氏）

一場　範久

赤川　秀夫

土屋　伸介

世帯主

川 崎

新 栄 町

町内名

�

【談】

私は、この絵をかく時、一番
むずかしかった所は、ひまわり
の花びらです。花びらを、一枚
ずつ角度を変えて、かきました。
あと、ひまわりの葉っぱも、

本物を見ながら形を考えてかき
ました。

曽根小学校５年

（善光寺）


